
（敬称略）

令和５年度岩手県
少年少女レスリング春季交流大会
❖幼年の部16～18kg級
　 ▼第１位　加藤　千颯（もりやまこども園年中）
第39回北日本
少年少女レスリング選手権大会
❖幼年（年小・年中）の部18kg級
　 ▼第１位　加藤　千颯（もりやまこども園年中）
❖小学１・２年生（男女）の部
　 ▼第１位　伊藤　　葵（五城目小２年）
　 ▼第２位　笹嶋　大聖（五城目小２年）
❖小学５・６年生（男女）の部
　 ▼第１位　小林　悠真（五城目小６年）

第51回秋田県空手道連盟剛柔会
全県空手道選手権大会
小学生男子５年個人組手
　 ▼第３位　佐藤　秀晟（五城目小５年）
2023年度秋田県卓球選手権大会
❖バンビの部　女子シングルス
　 ▼第３位　小林　明生（五城目小２年）
第43回秋田県小学生春季ソフトボール大会
　 ▼優　勝　�八郎潟SBC（ソフトボールクラブ）
　　　　　　舘岡　萌花・中村　陽穂
　　　　　　小玉　優心・舘岡　愛梨

（五城目小３年）

　　　　　　小玉　優笑（五城目小６年）

男鹿潟上南秋中学校春季体育大会
（五城目第一中学校）

❖柔道　女子団体
　 ▼優　勝　柔道部
　女子個人
　 ▼優　勝　伊藤　潤雅（３年）
　　　　　　工藤　美桜（１年）
　男子個人
　 ▼優　勝　一関　高徳（２年）
❖陸上競技
　男子共通走り幅跳び
　 ▼第１位　菅原　　蓮（３年）
　女子共通走り幅跳び
　 ▼第１位　柴田　　楓（３年）
　男子共通400M
　 ▼第１位　久米　悠斗（３年）
❖女子バレーボール
　 ▼優　勝　女子バレーボール部
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町職員採用試験を行います（大学卒／一般行政・社会福祉士）
町では、令和６年度採用の職員採用試験を行います。試験
の概要は次のとおりです。
▶採用予定人数と受験資格
　❶大学卒一般行政　　　若干名
　❷大学卒社会福祉士　　若干名
　　�１．�平成５年４月２日から平成14年４月１日までに生

まれた方
　　２．�平成14年４月２日以降に生まれた方で大学卒また

は令和６年３月卒業見込みの方
　　３．�❷のみ、令和６年３月末時点で社会福祉士資格を有

する方または有する見込みの方
▶給　与
　・大学卒初任給　185,200円（原則として）
　　（給与条例により各手当を支給します）
▶一次試験日時・会場
　・令和５年７月９日㈰　午前９時受付開始

　・秋田県市町村会館（秋田市）
　※�一次試験は「秋田県市町村等職員採用統一試験」とし

て、秋田県町村会に委託し実施します。
▶試験の方法
　・�一次試験（教養試験・検査（性格特性検査））
　・�二次試験（口述試験・作文・身体検査）
　　※�二次試験は、８月上旬～９月上旬に行う予定です。
　・資格調査
▶受験申込の受付期間
　・５月24日㈬〜６月14日㈬

▶�問い合わせ、申込書請求、受験申込先
　�〒018−1792　五城目町西磯ノ目一丁目１番地１
　�町総務課（☎852・5332）
※���詳細は、町ホームぺージに掲載しています
　（https://www.town.gojome.akita.jp）

町会計年度任用職員を募集します（調理員）
●調理員�･･････････････････････････････････････････１人

▼業務内容　町立学校での給食調理等

▼任用期間　�７月１日～翌年３月31日（夏休み等の長期休
業期間は業務の実情に応じ休暇とする）

▼勤務時間　�午前７時30分～午後４時50分のうち７時間
（休憩１時間除く)

　　　　　　35時間／週

▼報酬（給料）931円／時間

▼必要な技術・資格　�資格不要

▼担 当 課　町教育委員会学校教育課（☎852・5372）

▼ �申込方法　�町総務課で募集要項と所定の応募様式の提供を
受け、必要事項を記入のうえ持参してください。

▼ �申込締切　６月９日㈮

▼ �選考方法　�面接試験を６月20日㈫に実施し、採用の可否
を決定します（試験日は予定。面接日程は別途
通知します）。

▼勤務条件　�詳細は募集要項をご覧になるとともに、疑問の
ある点は担当課または町総務課に電話などで確
認してください。

問　町総務課（☎852・5332）
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５
月
１
日
、
五
城
目
高
校
の

生
徒
１
０
４
名
が
森
山
登
山
を

し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
生
徒
た

ち
は
体
育
館
で
、
森
山
の
整
備

や
情
報
発
信
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
「
も
っ
と
森
山
を
も
り

あ
げ
隊
」
の
北
嶋
一
美
さ
ん
の

お
話
を
聞
き
、
自
然
の
大
切
さ

や
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。そ

の
後
、
生
徒
た
ち
は
校
舎

を
出
発
し
岡
本
登
山
道
入
口
か

ら
約
30
分
か
け
、
標
高
２
８
５

㍍
の
第
二
高
地
ま
で
の
登
山
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
の
岡
本

コ
ー
ス
は
坂
が
険
し
く
、
途
中

は
ロ
ー
プ
な
し
で
は
登
れ
な
い

ほ
ど
の
急
な
斜
面
が
現
れ
ま

す
。
そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
は
、

互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、

木
々
の
間
か
ら
見
え
る
町
の
景

色
に
目
を
向
け
た
り
し
な
が

ら
、
必
死
に
頂
上
を
目
指
し
ま

し
た
。

頂
上
に
着
く
と
、
生
徒
た
ち

は
景
色
に
癒
さ
れ
な
が
ら
互
い

に
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
希
望
の
鐘

を
町
に
響
か
せ
ま
し
た
。

５
月
７
日
、
春
の
朝
市
「
山
菜
ま
つ

り
」
が
、
朝
市
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
＋
と
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
令
和
元
年
開
催
以
来
、
４
年
ぶ
り

と
な
っ
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
約

70
の
店
が
朝
市
通
り
に
並
び
、
会
場
は

開
催
を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
は
、
ア

イ
コ
や
ウ
ド
、
シ
ド
ケ
な
ど
た
く
さ
ん

の
新
鮮
な
山
菜
を
前
に
、
お
す
す
め
の

山
菜
や
お
い
し
い
山
菜
の
見
分
け
方
、

調
理
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
出
店
者

の
方
と
の
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
買
い

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
や
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
は
、
だ
ま
こ
鍋
や
だ
ま
こ
そ

ば
、
山
菜
汁
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
地

元
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
か
ら
訪
れ

た
来
場
者
の
方
も
五
城
目
の
郷
土
料
理

を
満
喫
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
「
山
菜
ま
つ
り
」
は
、
五
城

目
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
つ
ま
っ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

五
城
目
高
校
の
生
徒
が

森
山
登
山
を
通
じ
て
自
然
を
満
喫

春
の
味
覚
が
朝
市
に
揃
う

「
山
菜
ま
つ
り
」が
４
年
ぶ
り
に
開
催

こ
の
ほ
ど
、「
令
和
５
年
高
齢
者
叙

勲
」
で
佐
々
木
鐵
美
さ
ん
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
恋
地
町
内
会
会
長

を
計
７
期
務
め
ら
れ
、
地
域
の
生
活
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
12
年
の
初
当
選
以
来
、
平
成

24
年
ま
で
の
合
計
３
期
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
・
町
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
・

町
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
議
会
の
中

心
的
な
存
在
と
し
て
、
審
議
に
熱
心
に

参
画
し
、
今
日
の
町
の
礎
を
築
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に

も
、
地
方
自
治
功
労
者
と
し
て
、
南
秋

田
郡
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
や
県
町
村

議
会
議
長
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、「
旭
日
単
光
章
の

栄
に
浴
し
、
身
に
余
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
長
い
間
、
町
の
発
展
の
た
め
に
邁

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
方
の
心
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
た
ま
も
の
と
存
じ
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
は
こ
の
誉
れ
に
恥
じ

な
い
よ
う
、一
層
の
研
さ
ん
を
積
み
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
社
会
に
貢
献
し
た

い
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
、お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章

地
方
自
治
功
労

佐
々
木
鐵
美
さ
ん

（
88
歳
・
恋
地
）




